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えられるのに,測定結果を 図 7 緩和時間 で｡及び Tsの
見ると端から1mm という (a)電場依存性,仲)位置依存性
非常に長いスケールで変化
しているという事が特筆すべき点である｡
-方,Brazovski等は,高電場下での衛星反射シフトや電流密度の空間分布に
ついて考察し,その原因はノーマルキャリアからCDW-のconversionrateの空
間変化によるものだと結論づけている｡この考えに基づくと,試料を流れる全電
流密度]'t.tはノーマルキャリアによる線形項ふとCDWによ■る非線型項}'C,Wの和で
jtot=jn+J'C,W=E(un+ oc｡W)=constant, (2)
と表わされ,JlとJb,Wの割合が位置によって変化する. すなわち,端子付近では
中央に比べてCDWのキャリア濃度が低く,これによる伝導率が小さくなってい
ると考えられるO緩和時間やキャリア濃度などに関する以上の様な議論を踏まえ
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｢摩擦の物理｣
て,我々は実験結果を説明するため以下の様なモデルを考えた｡
電流端子のある試料の端近傍では,おそらく格子欠陥等のピン止め中心が多く
分布していると考えらる｡その場合,しきい電場ETは,端近傍でピン止め中心溝
度の2乗に比例して増大し,抵抗率も大きくなる｡また同時に,電流端子近傍で
は前述のようにキャリアのCDW-の conversionが小さく,CDWのキャリア濃
度が低いと考えられる｡CDWが運動する時,結晶格子もクーロン相互作用によ
り同期して振動する｡格子の陽イオンは電子に比べはるかに重いため,この微小
振動がCDWの有効質量を大きくしている｡しかしCDWのキャリア濃度が低く,
格子との相互作用が小さい場合,cDWの運動に伴う格子の振動は小さく,CD
Wは動きやすく (有効質量が軽く)なり,その結果緩和時間が端付近で小さくな
ると考えられる｡
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